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【⾃動運転サービスの社会実装に向けた計画】
⾃動運転サービスの社会実装※に向けた計画をどのように考えているか。また、その適切性やスケジュールをどのように考えているのか。
※「令和７年度⾃動運転社会実装先⾏的事業化地域事業」において、社会実装とは、実証段階を超えて地域において恒常的に提供され、利⽤者に
より⽇常的に活⽤される状態を指す。
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• 2024年問題に伴い、仙台市においても運
転⼠不⾜等を主な要因として、路線バス
の廃⽌や減便が相次いで発⽣し、交通需
要に応えられない状況。

• 東北全体での深刻な⼈⼿不⾜により成り
⼿確保以外の⽅策も求められるなか、⾃
動運転技術の実装は必要な⼿段の⼀つ。

• 将来的な市内各地への展開を⾒据え、こ
れまで４エリアで実証を実施（L2）。

• 各エリアの地理的特性、⾛⾏環境、地域
理解等、L4実装に向けた課題が明確化。

多様な都市特性を有する仙台から技術課題を解決し、東北・全国各地への展開に貢献

実証フェーズ 実装フェーズ 運用フェーズ

2023年度〜 2026年度〜 2028年度〜

• 2023年度から⾃動運転
実証事業を実施。
•丘陵地（急坂・急カーブ
）、新興住宅街（需要＞
公共交通）、津波避難区
域（災害対応）、⼭間部
（積雪・凍結、電波不感
地）の４エリアで実装可
能性の検討のためのL2運
⾏実証を実施。

• 2026年度からは早期L4
実装と残課題の解決に向
けエリアを絞り、各種技術
や施策を集中して実施。
•多くの主体の関与の下で
L4実装までのノウハウ等を
確⽴。

•各主体が⾃⽴的に事業
化・横展開できる仕組みを
検討。
• L4区間の延伸、市内他エ
リア、東北各地、全国への
展開。
•路線置き換えやコスト低
減等を含め効率化を⽬指
す。

• 市内路線バスの維持確保

• 観光の振興やまちなかの賑わい向
上

• 運転士等の働き方改革

• 産学官連携の加速（東北大学オン
デマンドバス実証と連携、フィジカル
AIの活用、仙台MaaSとの連携）

運転士不足に起因する課題の解消 モビリティサービスの付加価値向上

①早期のL４実装
難易度等を勘案しつつ、市内屈指の観
光地、⼈⼝増加の⼀⽅で減便せざるを
得ない等、とりわけニーズの⾼いエリアにお
いて早期のL4実装。

②残る技術課題の解決
凍結路⾯や坂道、電波不感地、災害等
への対応に係る技術的課題を解決し、
L4区間延伸、市内他エリアへの展開に
加え、東北・全国への展開に貢献。
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